
平成25年度オープンデータ実証実験　⑤公共交通情報	

○　平成24年度に実施した実証をより多くの公共交通機関に展開し、広範囲の公共交通機関の運行情報、駅・停留所の公共交
通施設情報等をリアルタイムで提供するとともに、混雑・事故・災害等が発生した緊急時に公共交通機関の利用に不自由をき
たしている交通困難者や、地域の公共交通機関利用者に対して、的確な路線選択の支援、公共交通施設内での避難誘導等
の機能を提供する。	

○　また、広範囲の公共交通機関の運行状況、および駅や空港の施設・環境等に関する静的情報・リアルタイム情報を提供する
にあたり、情報提供に関する手順、権利・責任分界点等を整理する。	

実施主体：　株式会社横須賀テレコムリサーチパーク	
連携主体：　公共交通オープンデータ研究会	
　　　　　　　　（会員: 小田急電鉄株式会社、京王電鉄株式会社、京成電鉄株式会社、京浜急行電鉄株式会社、首都圏新都市鉄道株式会社、

東京急行電鉄株式会社、東京地下鉄株式会社、東京都交通局、東武鉄道株式会社、東京臨海高速鉄道株式会社、東日本旅客鉄
道株式会社、株式会社ゆりかもめ、日本空港ビルディング株式会社、東京大学大学院情報学環ユビキタス情報社会基盤研究セン

ター、株式会社横須賀テレコムリサーチパーク）	

情報流通連携基盤共通ＡＰＩ	

鉄道事業者	 駅・空港運営会社	

•  時刻表情報	  
•  リアルタイム位置情報	
•  遅延・運休等情報	

•  施設情報（改札・店舗等）	
•  環境情報（温度・湿度）	  
•  駐車場利用状況	

•  時刻表情報	
•  走行情報	

9機関45路線以上	 東京駅・新宿駅	 都営バス（東京都内）	

公共交通運行	  
情報提供サービス	

公共交通施設	  
情報提供サービス	

コンテストによる	
アプリケーション	

開発者サイト	

•  提供データ	
•  APIドキュメント	
•  サンプルプログラム	
•  ライブラリ    等	

提供	

本実証で扱う	
データ	

【公共交通情報オープンデータ化
ガイドライン】	  
•  オープンデータ化の手順	

•  公共交通機関の権利・責任分界点	
•  情報サービス開発事業者、公共交

通機関利用者等の情報利用者が公

共交通情報を利用するうえでの留
意事項	
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反映	


